
早稲田 1 

 

平成 29 年度 早稲田実業学校初等部入試情報 
 

出願者：男子 485 名 女子 287 名 

合格者：男子 84 名 女子 41 名 

倍 率：男子 5.8 倍 女子 7.0 倍 

試験日時 

一次試験：11 月１日～５日のうち１日 

二次試験：11 月８日～10 日のうち１日(面接) 

 

≪一次試験の詳細≫  

■ペーパー 

・お話の記憶・計数・図形(広さの比較)・系列・推理(置き換え) 

■絵画 

・離れ島へどうやっていくかのお話を聞いた後に、島から島へ渡るのにどのようにしたら海

を渡れるかを絵に描きました。 

・穴に落としたボールをどのようにして取ったらよいか絵に描きました。 

・お母さんが病気になったら何を買ってあげたらいいかを考え、買ったらよいと思うもの全

てを描きました。 

・木に引っかかった風船をどのようにして取ったらいいかを絵に描きました。 

・キャンプをしていてお父さんとお母さんがいなくなってしまいました。どのようにして火

を消すのかを絵に描きました。 

■生活習慣(生活巧緻性) 

・モールをボールペンに巻き付け、バネやニンジン、ペロペロキャンディーを作りました。 

・机の上にこぼれている牛乳を絞った雑巾で拭きました。 

・エプロンを着け、後ろでリボン結びする。エプロンを脱いでたたんで返します。お弁当箱

に中身をお箸で入れ、お弁当箱をナプキンで包みました。角砂糖やマカロニをお箸でつま

みお皿に移しました。 

・机の上に散らばったパン粉を道具を使ってきれいにしました。 

・裏返しにされたＴシャツ、靴下を元通りにし、たたみ、袋に入れ袋をリボンで蝶結びして

ラッピングしました。 

・紙風船をふくらませます。その後たたんで船を作りました。小さい紙風船をふくらまし、

ビニール袋に入れ、モールでねじり止めました。 

■行動観察 

・グループで丸くなり、１つの風船を落とさないように風船突きを行います。慣れてきたら

風船が２個に増やされました。 

・左右の少し離れた所に置かれている箱にピンポン玉と風船が入っています。ピンポン玉は

風船が入った箱に、風船はピンポン玉が入っていた箱に入れ替えていきます。入れ替えは
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１人１個ずつ、できるだけグループで沢山入れ替えるよう指示されました。 

・ピンポン玉をスプーンに乗せて運ぶ競争を２回行いました。１番多くピンポン玉を運べた

チームが勝ち。途中で落としてしまったらスタートに戻るというお約束でした。 

・ボールの的当て。 

・カエル、クマ、カニ、イモムシ、ウサギになりリレーをします。何の動物になるか、スタ

ートの順番を相談して決めます。２回繰り返しました。 

・タイコを叩いている間、オオカミに食べられないようにみんなで同じフープの中に入りま

す。 

・おもちゃのチャチャチャの振り付けをグループで考え、最後にみんなで踊りました。 

■運動 

・サーキット：スキップ→ケンパー→目をつぶり片足バランス 10 秒→線上歩行→平均台→

気を付け 

・うつぶせで寝て、合図で仰向けになり全力疾走。 

・マットの上で模倣体操。 

 

≪二次試験の詳細≫(面接試験) 

○形式：親子面接 

○面接時間：約 10 分 

○面接官：４名 

〔本人への質問〕 

・名前、幼稚園名、担任名、友達の名前２人。 

・どうやってきましたか。 

・小学生になったら何をしてみたいですか。 

・最近一人でできたことはなんですか。 

・お友だちはたくさんいますか。 

・いつもはどんな遊びをしますか。どうしてその遊びなんですか。 

・お手伝いはどんなことをしていますか。 

・お手伝いはどれが一番大変ですか。 

・お手伝いをしたら、何か言ってくれますか。 

・好きな植物の名前を教えてください。 

・困ったことや嫌なことはありますか。 

・どんなお話が好きですか。そのお話のどの場面が好きですか。 

〔父親への質問〕 

・お子さんの成長を感じるところ。 

・最近、ご家族でされた何か思い出に残ることはありますか。 

・自立した子どもに育てるにはどうしたらいいでしょうか。 

・お子さんの名前の由来を教えてください。 

・お子さんの将来についてお話ください。 
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〔母親への質問〕 

・子育ては大変ですか。 

・学校に対して希望はありますか。 

・子どもが成長したと思う点を教えてください。 

・一番大切なこととして子どもに教えていることは何ですか。 

 

 

エデュ.21 調べ 

 


